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こ
れ
は
ま
だ
私
が
中
学
生
の
頃
で
あ
ろ
う
か
祖
父

に
連
れ
ら
れ
相
撲
部
屋
へ
陣
中
見
舞
い
に
行
っ
た
時

の
一
幕
で
あ
る
▼
親
方
は

｢

新
弟
子
に
は
稼
い
だ
金

は
少
し
で
も
親
に
送
れ
、
と
教
え
て
い
ま
す
。
ま
ぁ

中
に
は
送
ら
な
い
ヤ
ツ
も
い
る
の
で
す
が｣

と
語
っ

て
い
た
▼
一
年
後
そ
の
新
弟
子
の
両
親
が
、
息
子
に

送
っ
て
も
ら
っ
た
お
金
で
買
っ
た
立
派
な
コ
ー
ト
を

身
に
纏
い
、
親
方
に

｢

親
孝
行
な
息
子
に
育
て
て
く

れ
た｣

と
感
謝
し
て
い
た
▼
し
か
し
親
方
は
し
か
め
っ

面
、｢

昔
の
親
は
、
息
子
の
金
に
は
一
切
手
を
付
け

ず
貯
蓄
し
、
結
婚
の
際
そ
っ
と
手
渡
し
た
も
の
で
、

子
は
そ
の
恩
に
感
謝
し
、
尚
一
層
精
進
を
重
ね
、
よ

り
親
孝
行
に
努
め
た
も
の
だ
。
こ
れ
で
は
親
が
親
た

る
所
以
が
無
い｣

と
つ
ぶ
や
か
れ
た
▼
最
近
、
道
徳

の
教
科
書
的
な
本
が
数
多
く
出
版
さ
れ
書
店
を
飾
っ

て
い
る
が
、
本
か
ら
得
た
知
識
は
ど
こ
ま
で
人
の
心

に
残
す
事
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
よ
り
実

体
験
に
基
づ
い
た
簡
単
な
教
え
の
ほ
う
が
、
深
く
心

に
染
み
渡
り
、
又
代
々
伝
え
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
▼
年
月
を
経
て
、
私
も
一
児
の
父
と
な
っ

た
。
子
と
し
て
親
に
何
が
で
き
、
親
と
し
て
子
に
何

が
残
せ
る
か
、
考
え
始
め
る
と
課
題
は
山
積
し
て
い

る
が
、
今
も
多
く
を
語
ら
ぬ
親
方
の
深
く
重
い
一
言

は
心
の
奥
底
で
鳴
り
響
い
て
い
る
。

(

尚)
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平
成
二
十
二
年
八
月
十
五
日

(

日)

午
後
五
時
半
開
演
・
午
後
八
時
半
終
演
予
定

�
�

寒
川
神
社
境
内
特
設
能
舞
台

小
雨
決
行
に
つ
き
雨
具
を
ご
準
備
下
さ
い
。

※
荒
天
時

寒
川
総
合
体
育
館

�
�

能

｢� �

	 

�｣

観
世
喜
正
他

狂
言

｢� 

�� �
��
｣

野
村
萬
斎
他

能

｢�
�
�

�
�
�
�
�
�
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中
森
貫
太
他

�
�
�
�
�
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)

に
住
所
・
氏

*
*
*
*
*

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
楷
書
で
明
記
の
う
え

左
記
要
項
に
よ
り
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※+
,
-
�
.
/
#
0
1
2
�
3
4
5

そ
れ
以
前
の
消

*
*
*
*
*
*

印
、
ま
た
、
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
は
無
効
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
先
着
千
名
。

(

一
人
一
枚
限
り
と
し
、
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
付
け
ま

せ
ん
。
ま
た
入
場
者
は
中
学
生
以
上
に
限
り
ま
す
。)

�
�
6

〒
253－

0195
神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社
相
模
薪
能
係

7
8
9
�

電

話

〇
四
六
七

(

七
五)

〇
〇
〇
四

住
所

氏
名

年
齢

�

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…

裏

裏
面
は
記
入
な
し
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

裏

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町

宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社

相
模
薪
能
係

表 253-0195

○
○
県
〇
〇
市
〇
〇
町

〇－

〇－

〇

〇
〇
〇
〇
様

(

ご
自
身
の
住
所
・
氏
名)

表 郵便番号

《
往
信
》

《
返
信
》

※
鑑
賞
券
の
転
売
は
固
く
禁
止
致
し
ま
す
。

国
府
が
置
か
れ
た
国

府
本
郷
の
神
揃
山
で

の
神み

現あ
れ

神
事
と
、
大

矢
場
で
行
わ
れ
る
国

司
祭
を
云
い
、
国
司

が
相
模
国
五
社
の
御

祭
神
を
招
き
、
天
下

太
平
五
穀
豊
穣
の
祈

願
と
奉
幣
神
拝
を
し

た
事
か
ら
起
っ
た
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

新
緑
も
清
々
し
い

神
揃
山
に
は
、
寒
川

神
社
よ
り
、
川
勾
神

社
・
比
々
多
神
社
・

前
鳥
神
社
・
平
塚
八
幡
宮
の
順

に
神
輿
が
着
御
、
神
揃
山
祭
が

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

正
午
に
は
、
各
社
の
神
々
の

依
り
代
で
あ
る
鉾
を
斎
場
に
立

て
並
べ
古
式
豊
か
な
座
問
答
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
之
宮
と
二
之
宮
の
社
人
が

｢

神
座｣

を
意
味
す
る
虎
の
皮

を
上
座
へ
、
上
座
へ
と
三
度
敷

き
合
い
お
互
い
に
一
之
宮
を
主

張
、
三
之
宮
の
仲
裁
で
来
年
に

持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
に
は
神
輿
は
神
揃
山
を

下
り
大
矢
場
に
着
御
、
総
社
六

所
神
社
と
の

｢

対
面
の
儀｣

、

大
磯
町
長
が
国
司
役
を
務
め
た

｢

国
司
奉
幣
の
儀｣

が
行
わ
れ

相
模
国
の
安
泰
を
祈
願
、
各
社

還
幸
の
途
に
着
き
ま
し
た
。
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相
模
国
の
国
造
り
の

故
事
を
儀
式
化
し
、
当

時
の
政
治
や
文
化
の
様

子
を
今
に
伝
え
る
国
府

祭
が
五
月
五
日
、
端
午

の
節
句
の
日
に
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。

神
奈
川
県
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
こ
の
祭
は
、
古
く

神揃山を下り大矢場へ向う神輿

国司奉幣の儀

古古古古古式式式式式 ｢｢｢｢｢座座座座座問問問問問答答答答答｣｣｣｣｣
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古古古古式式式式

を
含
め
た
安
全
面
を
充
分
に
考
慮
し
た
う
え
で
、
二
の
鳥

居
が
か
も
し
出
す
重
厚
感
を
そ
の
ま
ま
に
、
新
築
当
時
の
外

観
の
美
し
さ
を
蘇
ら
せ
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
工
事
は
無
事
に
進
捗
し
、
ほ
ぼ
中

盤
を
む
か
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
近
隣
在
住
の
皆
様
に

は
左
記
工
事
期
間
中
、
何
か
と
ご
不
便
・
ご
迷
惑
を
お
か

け
致
す
と
は
存
じ
ま
す
が
、
何
卒
趣
意
ご
理
解
の
上
、
ご

協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

◆
工
事
場
所

寒
川
町
宮
山
三
九
五
七

◆
設
計
・
施
工

(

株)

竹
中
工
務
店
横
浜
支
店

◆
工
事
期
間

着
工

平
成
二
十
二
年
三
月
二
日

竣
工(

予
定)

平
成
二
十
二
年
七
月
十
五
日

◇
既
存
鳥
居
高
さ

一
六
・
〇
五
ｍ

◇

〃

幅

(

笠
木
部
分)

二
二
・
三
〇
ｍ

�
�
�
�
�
�

①
柱
脚
か
ら
柱
頭
ま
で
、
厚
さ
19
〜
12
㎜
の
円
筒
状
の
鉄

板
を
巻
き
、
接
着
す
る
こ
と
に
よ
り
柱
を
補
強
し
ま
す

柱
を
補
強
す
る
鉄
板
は
上
下
３
節
を
つ
な
い
だ
形
に

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
縦
に
２
分
割
し
た
も
の
を
、
現

場
に
て
組
み
立
て
て
全
溶
接
し
ま
す
。
柱
と
鉄
板
の
間
に

は
エ
ポ
キ
シ
系
接
着
剤
を
充
填
し
、
密
着
さ
せ
強
度
を
高

め
ま
す
。
一
番
下
の
節
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎(

亀
腹)

部
分
を
一
度
壊
し
て
か
ら
差
込
み
、
再
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
被
せ
て
復
旧
し
ま
す
。

②
梁
な
ど
で
亀
裂
、
剥
離
が
起
こ
っ
て
い
る
部
分
に
対
し
、

適
切
な
補
修
を
施
し
ま
す

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
亀
裂
が

入
っ
て
い
る
部
分
や
、
表
面
の
仕
上
げ
材
が
剥
離
し
か
け

て
い
る
部
分
を
て
い
ね
い
に
削
り
取
り
、
エ
ポ
キ
シ
剤
を

注
入
す
る
等
に
よ
り
補
修
し
ま
す
。

③
補
強
・
補
修
後
、
既
存
の
鳥
居
の
仕
上
げ
材
料
と
同
様

の
自
然
石
調
の
塗
材
で
鳥
居
全
体
を
塗
装
し
ま
す

補

強
鉄
板
部
や
補
修
箇
所
を
含
め
て
全
体
に
、
自
然
石
の
よ

う
な
質
感
の
骨
材
を
含
む
ア
ク
リ
ル
樹
脂
系
の
塗
装
を
施

し
、
既
存
鳥
居
の
白
く
輝
く
か
つ
て
の
姿
を
甦
ら
せ
ま
す
。
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表
参
道
に
建
立
さ
れ
て
お
り
ま
す
現
在
の
二
の
鳥
居
は
、

明
治
改
元
百
年
を
記
念
し
、
昭
和
四
十
一
年
に
竣
工
い
た

し
ま
し
た
。
四
十
数
年
が
経
過
し
老
朽
化
が
進
み
ま
し
た

の
で
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
改
修
の
検
討
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
結
果
、
柱
全
体
を
円
筒
状
の
鋼
板
で
包
ん

で
接
着
固
定
す
る
と
い
う
、
鳥
居
の
補
強
工
事
と
し
て
日

本
初
の
方
法
で
の
改
修
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

柱
の
補
強
や
全
体
の
仕
上
げ
塗
装
な
ど
耐
震
性
の
強
化

�
�

�
�
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國
學
院
大
學

神
道
文
化
学
部
教
授

神
道
学
博
士

連

載
御
神
宝
と
は
、
神
々
の
威
儀
を
見
せ
る
品
々
で
①
紡

績
具
・
紡
織
具
、
②
武
器
・
武
具
、
③
馬
具
、
④
楽
器
、

⑤
日
常
具
と
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

内
外
両
宮
の
主
祭
神
が
女
性
で
あ
る
こ
と
を
示
す
よ

う
に
、
紡
績
・
紡
織
の
品
々
が
数
多
い
。
紡
績
具
に
糸

の
捩
れ
を
防
ぐ
御
�

た
た
り

、
糸
を
巻
き
取
る
�

か
せ
ひ

、
糸
を
浸
け

る
麻お

笥け

な
ど
が
あ
り
、
紡
織
具
に
は
高
機
が
挙
げ
ら
れ

よ
う
。

御
刀
剣
は
玉た

ま

纏ま
き

御
太
刀
な
ど
、
五
種
類
・
六
十
振
が

製
作
さ
れ
、
日
本
刀
剣
協
会
が
担
当
す
る
。
玉
纏
御
太

刀
は
水
晶
・
瑠る

璃り

・
琥こ

珀は
く

・
瑪め

瑙の
う

を
鏤

ち
り
ば

め
た
精
巧
な
外

拵
え
で
、
鮒
形
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
須す

賀が

利り

御
太
刀

の
柄
は
、
緋
糸
で
飾
っ
た
朱と

鷺き

の
尾
羽
に
特
徴
が
あ
る

が
、
保
護
鳥
で
確
保
す
る
こ
と
が
と
て
も
困
難
で
あ
る
。

武
具
で
は
梓
弓

あ
ず
さ
ゆ
み

の
総
数
は
五
十
九
本
で
、
丸
木
そ
の

ま
ま
を
用
い
た
装
飾
的
な
も
の
で
あ
る
。
御
靱ゆ

ぎ

は
矢
を

容
れ
る
武
具
で
、
革
・
蒲が

ま

・
白し

ろ

葛く
ず

で
作
ら
れ
内
宮
二
十

五
腰
、
倭
姫
宮
一
腰
が
献
上
さ
れ
る
。
御
鉾
は
柾
目
の

直す
ぐ

刃は

で
、
黒
漆
を
塗
っ
た
柄
に
比ひ

礼れ

が
付
け
ら
れ
、
総

数
五
十
五
竿
で
あ
る
。
御
楯
は
黒
漆
を
塗
っ
た
檜
材
で
、

把
手
を
つ
け
た
手
盾
の
形
式
を
も
ち
、
総
数
五
十
五
枚

で
あ
る
。
楯
・
鉾
の
一
部
は
正
殿
外
に
常
時
立
て
か
け

ら
れ
る
。

馬
や
馬
形
を
神
々
に
奉
る
の
は
古
代
人
の
慣
習
で
あ

り
、
今
で
は
絶
滅
し
た
鶴つ

る

斑ぶ
ち

毛げ

と
い
う
毛
並
み
に
、
唐

鞍
を
つ
け
た
飾
馬
の
す
が
た
を
偲
ば
せ
て
い
る
。
神
の

行
幸
で
は
晴
天
に
御お

ん

蓋が
い

、
雨
天
に
は
御
笠
が
用
い
ら
れ

た
。
御
蓋
は
練
綾
の
布
帛
を
張
っ
た
衣
笠
、
御
笠
は
菅

�
�

�
�

�
�

�
�

を
縫
い
付
け
た
菅
笠
で
、
立
て
か
け
る
際
の
傾
き
を
ふ

せ
ぐ
た
め
、
黒
漆
塗
り
の
柄
に
緋
綱
を
付
け
て
用
い
ら

れ
る
。

ま
た
羅
・
菅
の
御
翳

さ
し
は

は
神
の
威
厳
を
し
め
す
御
料
で
、

鳥
の
羽
毛
で
作
っ
た
と
こ
ろ
か
ら

｢

刺さ
し

羽は｣

と
称
す
る
。

往
古
の
遷
御
に
関
し
て
行
障

こ
う
じ
ょ
う

が
使
わ
れ
ず
、
こ
の
御
翳

が
前
方
を
掩
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

変
わ
っ
た
も
の
で
は
鵄
尾
御
琴

と
び
の
お
の
お
ん
こ
と

が
あ
り
、
檜
製
の
和

琴
六
弦
で
唐
琴
十
三
弦
と
は
異
な
る
。
名
称
は
琴こ

と

頭が
み

が

鵄と
び

形
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
面
に
朱
漆
、
側
・
胴
に
黒

漆
が
塗
り
分
け
て
い
る
。

須賀利御太刀 内宮御料

鵄尾御琴 内宮御料
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今
季
も
四
月
よ
り
開
苑
し
て

早
二
ヶ
月
が
過
ぎ
初
夏
を
迎
え

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
訪
れ

た
皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
御
神

域
に
進
も
う
と
す
る
緊
張
感
と

花
や
野
鳥
た
ち
が
出
迎
え
て
く

れ
る
で
あ
ろ
う
期
待
感
を
胸
に

入
苑
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え

ま
す
。

今
頃
我
々
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
の
は
、
高
木
で
は
ヤ

マ
ボ
ウ
シ
や
エ
ゴ
ノ
キ
、
低
木

で
は
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
や
コ
ク
チ

ナ
シ
・
シ
モ
ツ
ケ
な
ど
、
山
野

草
で
は
ギ
ボ
ウ
シ
や
ナ
ル
コ
ユ

リ
・
マ
ツ
モ
ト
セ
ン
ノ
ウ
な
ど

の
花
が
自
分
の
出
番
を
待
っ
て

い
た
か
の
よ
う
に
誇
ら
し
げ
に

咲
き
始
め
ま
す
。

若
葉
の
新
緑
と
清
ら
か
な
滝

の
流
れ
も
我
々
の
心
を
ゆ
っ
た

り
と
落
ち
着
か
せ
、
時
折
神
苑

を
渡
る
爽
や
か
な
風
が
と
て
も

心
地
よ
い
季
節
で
す
。
茶
屋

｢
和
楽
亭｣

で
は
季
節
毎
に
変

わ
る
上
生
菓
子
が
た
い
へ
ん
喜

ば
れ
て
お
り
ま
す
。
祈
祷
参
拝

後
に
是
非
ご
来
苑
下
さ
い
。

◇���� ����	

����
月曜は休苑日(祝祭日は開苑)

◇��
� ���
	���

(午後３時30分受付終了)

◇� � ���
���	
���
���
(午後３時受付終了)

※入苑は御祈祷を受けられた方または入苑
券をお持ちの方に限ります｡

内門 ▲

▼ 山紫陽花 山法師 ▼

▲ 今月の上生菓子 ｢花たちばな｣ 松本仙翁 ▲
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当
神
社
責
任
役
員
・
顧
問
・

参
与
・
各
種
委
員
及
び
町
内
各

地
区
総
代
の
方
々
を
対
象
と
し
、

神
社
運
営
へ
の
理
解
と
相
互
親

睦
を
目
的
と
し
た
神
社
視
察
研

修
が
、
去
る
五
月
八
日
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
毎
年
こ
の
時
期

に
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
本

年
は
茨
城
県
水
戸
市
に
鎮
座
し
、

徳
川
光
圀
公
・
徳
川
斉
昭
公
を

お
祀
り
す
る
常
磐
神
社
、
そ
し

て
大
洗
町
に
鎮
座
す
る
大
洗
磯

前
神
社
の
二
社
を
正
式
参
拝
し
、

由
緒
沿
革
等
の
説
明
を
頂
き
ま

し
た
。

皆
様
方
に
は
今
後
と
も
引
き

続
き
各
神
社
の
運
営
に
ご
尽
力

賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
(

順
不
同
・
敬
称
略)

二
十
万
円

樽
本

絹
子

東
京
都
中
央
区

十
万
円

小
山

好
子

東
京
都
町
田
市

二
万
円

前
田

妙
眞

東
京
都
江
東
区

〃

松
本

昌
幸

海
老
名
市
上
今
泉

�

�

�

�

�

�

�
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一
日
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
は
十
数

名
の
参
加
が
あ
り
、
ス
カ
ウ
ト

ゲ
ー
ム
等
を
行
い
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
収
益
は
団
の
貴
重
な
活

動
資
金
と
し
て
使
わ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

五
月
三
日
、
毎
年
恒
例
の
も

ち
つ
き
・
バ
ザ
ー
大
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
。

当
日
の
天
気
は
快
晴
、
朝
早

く
よ
り
声
高
ら
か
に
餅
を
搗
き
、

訪
れ
た
方
々
に
販
売
致
し
ま
し
た
。

又
、
日
用
品
の
バ
ザ
ー
、
焼

ソ
バ
、
花
・
野
菜
の
販
売
、
綿

菓
子
・
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
、
特
に
ス
カ
ウ
ト

�
�

�
�

�
�

�

餅
つ
き
・
バ
ザ
ー
大
会
実
施

��������	
��������

� �������	
��
� 
�����
�入団申し込み・お問い合せは…
��������	
��

���
�������
����

�
青
少
年
活
動
だ
よ
り

�
�

�
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少
年
剣
士
奮
闘
す
る

五
月
三
日
、
寒
川
町
少
年
少

女
剣
道
大
会
が
町
立
総
合
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
町
内
在
住
の

小
中
学
生
の
剣
士
達
が
参
加
し

日
頃
の
腕
を
競
い
ま
し
た
。

少
年
館
生
も
９
名
が
参
加
し

た
と
こ
ろ
、
鈴
木
練
磨
君
・
島

村
優
斗
君

(

二
年
生)

が
持
ち

前
の
気
力
と
根
性
で
、
先
生
の

教
え
を
忠
実
に
実
践
、
実
力
を

い
か
ん
な
く
発
揮
し
、
目
出
度

く
入
賞
致
し
ま
し
た
。

去
る
五
月
五
日
、
一
之
宮
八

幡
大
神
に
於
い
て

｢

子
供
の
日

を
祝
う
会｣

が
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
大
小
色
と
り
ど
り
の
鯉
幟

が
地
域
の
子
供
達
を
歓
迎
し
た
。

同
会
は
一
之
宮
屋
台
ば
や
し

保
存
会
廣
田
直
士
会
長
を
中
心

に
、
八
幡
大
神
役
員
・
総
代
・

相
談
役
・
屋
台
保
存
会
・
自
治

会
・
年
番
・
一
之
宮
消
防
団
他

有
志
に
よ
り
平
成
十
三
年
、
一

之
宮
地
域
の
各
家
庭
に
時
期
を

終
え
て
使
用
さ
れ
ず
眠
っ
て
い

た
鯉
幟
を
ご
奉
納
い
た
だ
き
、

各
種
催
物
を
用
意
し
て
子
供
達

を
迎
え
お
祝
い
す
る
為
に
立
ち

上
げ
ら
れ
、
本
年
で
十
年
目
を

迎
え
た
。

当
日
は
十
年
の
節
目
に
相
応

し
い
晴
天
に
恵
ま
れ
、
長
い
年

月
を
か
け
集
め
ら
れ
た
鯉
幟
は

既
に
三
〇
〇
匹
を
優
に
超
え
、

境
内
所
狭
し
と
翻
る
。

綱
引
き
・
相
撲
大
会
・
紙
芝

居
・
金
魚
す
く
い
・
パ
ン
食
い

競
争
・
ポ
カ
ン
菓
子
作
り
実
演

・
消
防
車
見
学
な
ど
の
各
種
催

し
に
四
〇
〇
名
を
超
え
る
子
供

達
が
訪
れ
、
氏
神
様
に
老
若
男

女
地
域
の
人
々
が
寄
り
合
い
一

つ
の
目
的
に
向
う
事
で
更
に
結

び
つ
き
を
高
め
、
子
供
達
の
教

育
の
場
と
も
な
る
昔
な
が
ら
の

｢

ま
つ
り｣

を
思
わ
せ
る
風
景

が
広
が
り
、
当
初
か
ら
の
目
的

で
あ
る

｢

氏
神
様
境
内
で
の
子

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

供
達
の
思
い
出
作
り
と
、
地
元
の

人
々
の
輪｣

が
実
現
さ
れ
た
理

想
的
な
一
日
と
な
っ
た
。(

丹)

�
�
�
�
�
�
�
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寒 川 病 院

脳
梗
塞
は
、
脳
の
血
流
が
減

少
も
し
く
は
途
絶
す
る
こ
と
に

よ
り
、
言
語
障
害
、
片
麻
痺
な

ど
の
脳
神
経
症
状
を
呈
す
る
病

気
で
す
。
細
い
血
管
に
よ
る
も

の
、
太
い
血
管
に
よ
る
も
の
、

心
臓
に
よ
る
も
の
の
３
つ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
脳
梗

塞
の
約
30
％
を
占
め
て
い
ま
す

が
、
最
も
症
状
が
重
く
、
介
護

を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
り
や

す
い
の
が
心
臓
に
原
因
が
あ
る

脳
梗
塞
で
、
心
塞
栓
性
脳
梗
塞

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
心
塞
栓

性
脳
梗
塞
の
原
因
と
な
る
心
臓

病
に
は
、
心
臓
弁
膜
症
、
機
械

弁
、
心
筋
梗
塞
、
心
筋
症
、
不

整
脈
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
中
で
最
も
頻
度
が
多
い
の

が
心
房
細
動
で
す
。

心
房
細
動
は
心
房
と
呼
ば
れ

る
部
分
が
不
規
則
に
振
動
す
る

不
整
脈
で
す
。
通
常
は
ま
っ
た

く
症
状
が
な
い
か
、
動
悸
を
感

じ
る
程
度
で
す
が
、
脳
梗
塞
と

の
関
連
で
問
題
と
な
る
の
が
左

心
房
に
で
き
る
血
液
の
塊
、
す

な
わ
ち
血
栓
で
す
。
左
心
房
に

で
き
た
血
栓
は
、
剥
が
れ
て
動

脈
の
中
を
運
ば
れ
、
脳
に
行
く

血
管
を
閉
塞
す
る
こ
と
に
よ
り

心
塞
栓
性
脳
梗
塞
を
発
症
し
ま

す
。
従
っ
て
、
心
塞
栓
性
脳
梗

塞
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
左

心
房
に
血
栓
が
で
き
な
い
よ
う

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の

が
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
と
い
う
薬
で

す
。
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
は
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｋ
の
働
き
を
妨
げ
て
血
液

を
凝
固
さ
せ
る
物
質
を
減
ら
す

こ
と
に
よ
り
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。ワ

ー
フ
ァ
リ
ン
は
心
塞
栓
性

脳
梗
塞
の
予
防
に
は
と
て
も
重

要
な
薬
で
す
が
、
そ
の
効
果
を

安
全
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、

ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
の
量
を
調
節
す

る
た
め
に
そ
の
効
果
を
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
血
圧
の
薬
を
飲
ん
で

い
る
と
き
に
、
診
察
の
た
び
に

血
圧
を
測
定
す
る
よ
う
な
も
の

で
す
。
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
の
量
が

適
切
か
ど
う
か
判
断
す
る
た
め

に
行
う
の
が
血
液
を
用
い
て
測

定
す
る
プ
ロ
ト
ロ
ン
ビ
ン
時
間

と
い
う
検
査
で
す
。
年
齢
な
ど

に
よ
り
目
標
値
が
異
な
り
ま
す

が
、
一
般
的
に
は
プ
ロ
ト
ロ
ン

ビ
ン
時
間
が
2.0
か
ら
3.0
と
な
る

よ
う
に
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
を
調
節

し
ま
す
。
外
来
受
診
の
た
び
に

血
液
検
査
を
す
る
と
い
う
繁
雑

さ
が
あ
り
ま
す
が
、
心
塞
栓
性

脳
梗
塞
を
予
防
す
る
た
め
に
は

と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

昨
年
、
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
と
同

等
か
そ
れ
以
上
の
効
果
が
あ
っ

て
、
そ
の
効
果
の
程
度
を
血
液

検
査
で
調
節
し
な
く
て
も
よ
い

薬
が
、
ア
メ
リ
カ
の
医
学
雑
誌

に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
薬

が
使
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
診

察
の
た
び
に
採
血
を
す
る
と
い

う
こ
と
は
必
要
な
く
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
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六
月
三
十
日

(

水)

午
後
二

時
よ
り

｢

水
無
月(

夏
越
の)

大

祓
式｣

が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
神
事
は
、
私
達
が
日
々

暮
ら
す
中
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
犯
し
た
罪
穢
れ
を
祓

い
清
め
、
清
浄
な
心
身
に
立
ち

返
っ
た
上
で
新
し
い
生
活
に
臨

む
た
め
の
、
古
く
よ
り
我
が
国

に
伝
わ
る
年
中
行
事
で
す
。

｢

夏
越
の
大
祓
式
並
び
に
茅

の
輪
神
事｣

は
ど
な
た
様
も
参

列
で
き
ま
す
の
で
、
皆
様
境
内

に
設
け
ら
れ
ま
し
た
茅
の
輪
を

く
ぐ
り
、
新
し
い
季
節
を
清
々

し
く
お
迎
え
下
さ
い
。

※
当
日
お
越
し
に
な
れ
な
い
方

に
は
、
お
申
込
み
の
ご
案
内

を
郵
送
致
し
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
下
さ
い
。



夏
越
の
大
祓
式
、
茅
の
輪
を
く

ぐ
る
参
列
者
と
退
下
す
る
祭
員
。

梅
雨
。
湿
度
が
高
く
蒸
し
暑

い
日
が
続
く
。
だ
が
、
稲
作
に

は
欠
か
せ
な
い
季
雨
。
大
地
を

潤
し
、
豊
か
な
稔
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
天
水
。
自
然
の
大
き

な
恵
み
に
感
謝
。

(

一)
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(

一)

紅
白
に
花
影
山
肌
彩
れ
り
香
り
清
し
き
梅
園
を
行
く

山
根
喜
美
代

政
権
の
座
に
在
る
こ
と
に
慢
心
し
真
剣
さ
欠
く
閣
僚
の
顔

安
藤

慧

�
お
と
が
いに
時
雨
し
た
た
る
穴
地
蔵
女
坂
道
草
紅
葉
す
る

鈴
木

助
晴

庭
隅
で
そ
っ
と
一
輪
白
椿
弥
生
の
雨
に
ぬ
れ
つ
つ
も
咲
く

川
島
惠
美
子

満
開
の
桜
の
下
に
仰
ぐ
空
濯
ぎ
し
如
く
何
処
ま
で
も
青

�
田
マ
ツ
子

冬
の
残
り
大
山
の
峰
と
二
子
山
へ
富
士
山
連
な
る
真
白
き
雪
に

工
藤

光
子

大
荒
れ
の
一
夜
あ
け
て
窓
辺
よ
り
お
ぼ
ろ
な
虹
と
驚
き
て
見
る

稲
畠

冶
江

収
穫
の
野
菜
つ
ぎ
つ
ぎ
出
荷
せ
り
天
の
恵
み
に
日
々
ゆ
た
か
な
り

三
留
と
く
子

食
卓
に
一
本
差
し
た
る
食
用
の
菜
の
花
忽
ち
満
開
と
な
る

天
利

春
枝

傷い
た

み
も
つ
心
の
慰
め
岸
に
立
ち
川
の
流
れ
に
思
い
を
重
ね

岡
元

芳
子

ほ
ほ
え
み
は
ミ
ク
ロ
の
笑
い
と
書
い
て
あ
る
水
仙
咲
い
て
桜
が
咲
い
て

出
町

安
子

穏
や
か
な
日
だ
ま
り
の
中
つ
く
し
た
ち
頭
も
ち
上
げ
皆
踊
り
だ
す

土
屋
ト
ミ
子

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
敷
き
つ
め
し
ご
と
勝
浦
の
浜
は
朝
日
に
煌
め
き
止
ま
ず

宇
田
川
時
子

回
廊
の
桜
ト
ン
ネ
ル
舟
に
ゆ
く
暫
し
を
桜
の
花
に
抱
か
れ

浜
田

寿
子

悩
む
吾
に
元
気
出
し
て
と
花
の
言
う

一
面
に
咲
く
菜
の
花
畑

山
口

幸
子

茶
箱
よ
り
息こ

の
内
幟
セ
ッ
ト
出
し
珍
ら
し
そ
う
に
木
組
み
す
る
孫

亀
山

文
子

弥
生
な
る
蒼
空
わ
れ
の
も
の
と
し
て
欅
一
樹
の
相
模
野
に
立
つ

講
師

杉
本

照
世

榛
の
花
散
り
た
る
井
戸
を
深
く
汲
む

浅
田
の
ぶ
子

無
駄
口
を
き
か
ぬ
男
に
亀
鳴
け
り

市
本

益
子

た
く
ら
ん
で
い
る
少
年
の
夏
帽
子

金
指

月
光

ふ
り
返
る
事
も
難
儀
や
か
た
つ
む
り

芹
沢

徳
光

で
で
虫
や
子
の
背
に
あ
ま
る
ラ
ン
ド
セ
ル

菅
沼
う
め
の

片
減
り
の
砥
石
の
下
の
な
め
く
じ
り

根
岸

君
子

小
流
れ
も
若
葉
の
い
ろ
と
な
り
に
け
り

岡
田
風
呂
釜

突
堤
に
猫
の
沖
み
る
日
永
か
な

相
原

白
蕗

か
ら
た
ち
の
棘
に
も
ふ
れ
て
四
月
尽

山
本

朝
子

降
ろ
さ
れ
て
太
き
息
は
く
鯉
の
ぼ
り

露
木
て
る
子

ひ
と
す
じ
の
日
矢
さ
し
こ
み
て
谷
若
葉

倉
谷

節
子

大
小
の
湯
呑
み
に
そ
そ
ぐ
新
茶
か
な

菅
沼

保
幸

夏
座
敷
欄
間
の
額
の
セ
ピ
ア
色

天
沼

子
平

対
岸
へ
親
し
み
つ
な
ぐ
鯉
の
ぼ
り

伊
藤

公
一

菜
種
梅
雨
ホ
ー
ム
の
端
の
喫
煙
所

高
橋
は
る
よ
し

春
寒
し
た
た
い
て
開
け
る
ジ
ャ
ム
の
蓋

千
葉

静
香

箸
に
げ
る
太
き
う
ど
ん
や
新
樹
の
夜

金
子

つ
ぢ

若
鮎
の
か
る
く
握
り
し
掌
を
逃
が
る

飛
石

槿
花

柿
若
葉
な
に
か
焦
げ
て
る
日
暮
か
な

宮
入

つ
る

母
の
日
や
百
ま
で
た
ど
れ
空
の
星

原
野

楽
天

里
若
葉
大
き
く
見
ゆ
る
宮
の
杜

竹
村
真
砂
美

し
ゃ
ぼ
ん
玉
光
の
中
に
見
失
う

松
本
美
智
子

つ
や
や
か
な
仏
の
胡
座

あ
ぐ
ら

夏
き
ざ
す

四
ッ
車
梢
月

蓬
摘
む
つ
か
ず
は
な
れ
ず
夫
と
摘
む

岩
田
美
代
子

同
窓
会
十
一
人
の
竹
の
秋

皆
川
志
ん
ご


